
とやま帰農塾（井波塾）が開講 

 
 10月１７日（土）、１８日（日）に、とやま帰農塾（井波塾）が開講されました。この

帰農塾は、都市と農山漁村の交流や、地域への定住・半定住を促進するため、県が（ＮＰ

Ｏ法人）グリーンツーリズムとやまへ委託、実施しているものです。 

 今回は、コロナ禍を考慮し、参加者を県内在住者に限定、６名の参加があり、両日とも

日帰りのプログラムで実施しました。 

１日目は、南砺市山野地区特産の鍬での里芋掘りから、芋はずし等体験を行い、ランチ

には「里芋づくし」の弁当をいただき、午後から、地域の皆さんと里芋の茎を編む「干し

ずいきづくり」を体験しました。 

2 日目は、土山集落を散策、イワナをすくい、塩焼きの調理を体験。イワナのはらわた

処理・串刺しを体験した後、昼食に炭火によるイワナの塩焼きを美味しくいただきました。

午後からは、マスク越しに鼻の周りが真っ黒になりながら、炭焼きづくりに挑戦しました。 

期間を通し、地元の方々と交流しながら里山を守り活用する中山間地域の生活を体験し

て頂きました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作業体験】 

里芋収獲作業 

 
 

【作業体験】 

干しずいきづくり 

【作業体験】 

イワナのすくい採り体験 

炭焼きは絶品でした！！ 

【作業体験】 

干しずいき完成！ 

 

 

 

 
 



 

  

山野地区「里芋づくし」弁当 

  

土山集落の手作り弁当絶品！ 

 

味、餅浸け両手井波 

 

 

 

 

 

 
 

【炭焼き体験】 

取り出した炭の切り揃え 

貴重な炭焼き体験でした！ 


